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〔フォーラム:人 と動物 をめ ぐる地理学 ・地域研究の現在〕

アラスカ先住民 イヌ ピア ック と

ホ ッキ ョククジラの関係 の歴史 的変化

岸 上 伸 啓

Ⅰ  は じ め に

 広大 なッン ドラ地帯が広がっている北アメリカの北

方地域では,考 古学的には少な くとも4000年 前 に人類

が生活 を営 んでいたことが知 られている。彼 らの子孫

は,極 端に寒冷な気候に適応 し,地 元の海獣や陸獣,

植物などを活用することによって世代を重ねてきた。

とくに極北地域の先住民の特徴のひとつは,海 獣 と陸

獣など多種の動物を食料資源 としてや衣類や道具を製

作す る原材料 として利用 したことであった。

 極 北地域の先住民 と動物の関係は,5つ に大別する

ことがで きる。第1は,資 源 として利用の対象 となる

動物で,極 北民 にとっては捕獲対象 となる動物である。

第2は,使 役動物や牧畜用動物である。北アメリカの

極北民にとっては,イ ヌと一時的であったが トナカイ

がそれに該当する。第3は,ワ タリガラスのように直

接的な関係はないが,神 話の中に出て きた り,知 識 と

して知っていた りする動物である。第4は,存 在は知

っているが,ま った くかほとん ど利用 しない動物であ

る。第5は,観 賞用や愛玩用の動物である。極北地域

においてペ ットが出現 したのは最近の現象である。極

北民と動物の関係は,多 様であ り,か つ時間的にも変    
1)

化 して きた。

 ア メリカ合衆国アラスカ州北西沿岸地域に住むイヌ

ピアックは,紀 元後1000年 ごろからホッキョククジラ

を捕獲 し,食 料資源や道具 を製作するための原材料 と

して利用 してきた。この捕鯨 を通 してイヌピアックは,

ホ ッキョククジラと特別な関係を形成 している。本稿

では,そ の関係の特徴 と歴史的な変化 を報告する。

Ⅱア メリカ合衆国アラスカ北西地域の先住民社

 会における捕鯨の歴史と現状

 ホ ッキ ョククジラ(以 下,ク ジラと略称)は 成獣で

体長が約15メ ー トル,体 重が約50ト ンに達する巨大な

海棲哺乳類であ り,季 節的に回遊する。 クジラの体の

70%は 食料資源などに利用することができる。

 アラスカ沿岸で紀元後1000年 ごろに捕鯨を経済基盤

とするチュー レ文化が発生 し,そ れ以降 アラスカ北

西地域の海岸地域では捕鯨が生活の中心として営 まれ,               
2)

独 特 な社会組織や儀礼が形成された。その文化が大き

く変化せざるをえなくなったのは,19世 紀 半ばにおけ

るベーリング海や北極海における欧米人による商業捕

鯨の開始であった。クジラを乱獲 した結果,ク ジラ資

源は枯渇化 し,1914年 には最後の捕鯨船が北極海 を去

った。1848年 か ら1914年 の間に1万8千 頭以上のクジ
             3)
ラを捕獲 した と推定 されている。

 商 業捕鯨の時代が過 ぎ去 った後 も,イ ヌピアックら

は捕鯨 を継続 した。すでに1931年 か ら国際捕鯨協定 に

よってホッキョククジラの捕獲は全面的に禁止されて

いたが,イ ヌ ピアックらの捕鯨には｢先 住民適用除外

項｣が 適用されてきた。 しか し,1977年 にはクジラの

資源量が少ないとして,国 際捕鯨委員会はイヌピア ッ

クらの捕鯨を禁止 しようとした。この動 きに対 してア

ラスカのイヌピア ックは,ユ ピックとともにアラス

カ ・エスキモー捕鯨 コミッシ ョン(AEWCと 略 称)

を結成 し,ア メリカ合衆国政府の協力をえて国際捕鯨

委員会に対 し,政 治的な働 きかけを行い,1978年 に は

年間12頭 の捕獲 もしくは18回 の銛打ちの許可を得た。

国際捕鯨委員会の総会で5年 ごとに審議のうえで,捕

獲頭数を決めるようになった。 また,AEWCは ア メ

リカ合衆国政府の海洋大気庁(NOAAと 略称)と ク

ジラ資源の共同管理 を開始 した。

 2008年 の 時点で報告者の調査地であるバロー村には

約55組 の捕鯨 グループが存在 し,ク ジラが村の近 くを

回遊する春 と秋に捕鯨に従事 している。 この捕鯨は,

国際捕鯨委員会の もと先住民生存捕鯨 として年間あた

りの捕獲頭数 に制限が課せ られたうえで,実 施 されて

いる。 しか も,ク ジラの肉や皮脂は現金で売買される
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こ とはな く,む しろ捕鯨のためには現金 を投資 しなけ

ればならない。捕獲 したクジラの肉や皮脂は,ル ール

に従って関係者や村人に分配 されるとともに,ナ ルカ

タック祭やクリスマス,感 謝祭の村全体の祝宴で消費

されている。捕鯨 と獲物の分配 ・消費は,現 在のイヌ

ピア ックにとって も重要な社会 ・文化 ・経済 ・政治的
          4)
な活動であ り続けている。

Ⅲイヌピァックとクジラの関係の特徴 とその変

 化

 イヌ ピアック社会では,動 物 と人間の社会関係が世

界観や生業活動において重要 な役割を果た しているこ       
5)

とが知 られている。沿岸地域 に住むイヌピアックにと

ってクジラは特別な存在であ り,特 殊な関係 を形成 し

てきた。このため,彼 らは独特なクジラ観を持つよう

になり,彼 らとクジラの関係 を維持させ るために,さ

まざまな対応 を行 ってきた。

            6)

(1)イ ヌ ピア ックのクジラ観 イヌピアックは,遠 く

からクジラは人間の話 を聞いた り,人 間の行動を見た

り,に おいをかいだりする能力を持っていると信 じて

いる。 しかも彼 らは,ク ジラはよい人間 とわるい人間

を識別することがで き,ク ジラはよい人間のために自

ら意図的に命をささげると信 じている。イヌピアック

にとって,ク ジラは捕るための対象ではな く,特 定の                      
7)

人 間 に捕 られるためにやって きて くれる存在である。

 イヌ ピアックの人々は,ク ジラが特定のハ ンターに

捕獲 されにやって くるのは,そ のハ ンターの妻にひき

つけられるか らだと考えている。クジラをひきつける

ハ ンターの妻(女 性)は ,ほ かの人々に対 して寛大で

かつ,適 切な行動をとる人間だと考えている。 このよ

うに捕鯨 においては,女 性(ハ ンターの妻)は,ク ジ                   8)

ラを ひきつけるという儀礼的な役割 を果たす。そ して

捕獲後にハ ンターが,霊 魂(イ ヌア)が 宿 るとされて

いるクジラの頭部 を海中に戻すと,そ のクジラが再生

し,ハ ンターの妻がほかの人々に対 し寛大に振舞 うか

ぎりは,同 じハンターのもとに再び捕 られるために戻

って くると信 じられている。

 このため,イ ヌピアックは捕鯨 をたんに獲物を捕獲

す るための物理的な活動ではな く,聖 なる活動である     
9)

と考 えている。

(2)イ ヌ ピアックの対応 イヌピア ックは,ク ジラと

適切 な関係 を保つためには,や るべ きことややっては
              10>
な らないことがあると考えている。

 a.伝 統時代のイヌ ピア ックの対応 1950年 代 にア

ラスカ北西地域 で調査 に従事 したR.ス ペ ンサーは,

古老 とのインタビュー調査によって過去を再現 してい

る。彼は,イ ヌピアックがクジラとの関係を維持する

ためにさまざまなタブーやお守 り,歌 などを持ってい
         11)
たこ とを報告 している。

 春季捕鯨 に出る前の4日 間は,ハ ンターはカリギと

呼ばれる集会場に集 まり,厳 粛な雰囲気の中で過 ごし

たとい う。その期間中は,軽 はずみな言動や性的な交

渉は許されず,ク ジラについて考えつつ,静 かに座っ

て過ごした。 また,メ スのアザラシの心臓やカリブー

の骨髄,メ スのアゴヒゲアザラシの肝臓を食べること

はタブーとされた。 また,月 経中のハンターの妻たち

は,カ リギに入 ることが禁止されていた。

 捕鯨のために海氷上でキャンプ中には,火 を使用す

ることや料理することは許されなかった。 また,狩 猟

中には,ボ ー トキャプテンの妻は,家 の中にとどまる

ことが期待された。彼女は,縫 い物 をすることや地下

貯蔵庫に入ること,家 に身をかがめながら入ることが

禁止されていた。

 捕鯨 に成功 したボー トキャプテンとその妻は,ク ジ

ラに真水 を飲 ませ,捕 獲 されに来て くれたことに対 し

て感謝の念を述べ,翌 年も戻 ってきてくれるように祈

願 した。さらにクジラの肉や皮脂,内 臓 などを独 占す

ることなく,村 人や捕鯨組のクルーや助けて もらった

ほかの捕鯨組のクルーに寛容 に分配 しなければならな

かった。

 また,ク ジラを近 くに呼び寄せるお守 りや銛打 ちを

スムーズに行うためのお守 り,綱 が外れたり,絡 んだ

りしないためのお守 りをハ ンターは所持 し,捕 鯨のあ

らゆる段階で狩猟活動 を成功 させ るための歌 を歌 った

という。

 b.現 代 のイヌピア ックの対応2009年 の時点で も

イヌピアックの人々は,ク ジラに対 して特別な対応 を

とっている。ボーデンホーンや筆者によるバ ロー村で

の調査を中心に紹介 してみよう。

 ク ジラは,汚 い貯蔵庫の中を嫌い,汚 い貯蔵庫を持

つハンター とその妻にはクジラは近づかないといわれ

ている。このためボー トキャプテンは,捕 鯨のシーズ
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ンが始まる前 に,残 り物 を取 り出し,掃 除 し,底 に氷

雪 を敷いて,き れいにしなければならない。 また,残

っていた肉や皮脂は欲 しい村人に分与 し,貯 蔵庫 を空

にしなければならない。

 汚れた狩猟道具 をもつハ ンターの もとにはクジラは

近づかないので,捕 鯨 に使用する狩猟道具はつねにき

れいにしてお く必要がある。また,ク ジラは血の色で

ある赤色を嫌うので,ウ ミアックに乗 り込むハ ンター

は白色のコー トを着込む習慣がある。

 クジラは,攻 撃的な人問や争いの多い人間を嫌うの

で,人 々はで きるかぎり争いを避けた り,ク ジラに脅

威を与えるような言動は避けた りしなければならない。

たとえば クジラを捕 りに行 くという直接的な表現で

はな く,｢海 に行 く｣な どといった婉曲 的な表現を用

いるべ きであるとされている。

 ク ジラは,だ れが適切 な行動をとり,よ い人間であ

るかを知っている。 したがって,日 ごろか らボー トキ

ャプテンとその妻は,と くに言動 に注意する必要があ

る。たとえば,ク ジラは,獲 物を独占するハンターや

その妻 を嫌 うため,ハ ンター も妻もつねにほかの人々

に寛大に接 し,肉 や皮脂を分与する必要がある。

 クジラを引 き寄せる力があるとされるハ ンターの妻,

と くにボー トキャプテンの妻は,狩 猟中 はゆっ くりと

動かな くてはならない。 さらに平和的な考 え方 をもち,             
12)

寛容 に振舞 わなければならない。

 クジラの霊魂は頭部に宿 るので,海 に戻す とその霊

魂はクジラの姿に再生 し(ク ジラのパーカを着 て),

同 じハ ンターのもとに戻ってくると信 じられている。

このため,ク ジラを捕獲 し,解 体 した後 は,頭 部を海
            13)

中に戻すべ きだとされている。

 この ようにイヌ ピアックは現在でもクジラに対 して

特別な考えを持ってお り,捕 鯨に従事する人々の間で

は特別な言動がみ られる。

(3)イ ヌ ピア ックとクジラの関係 とその変化 1000年

以上にわたる捕鯨の歴史を通 して培われてきたイヌピ

ァックとクジラの関係 とは,捕 獲する側 と捕獲iされる

側か らなる関係ではない。イヌピアック社会では,人

間の食料 となるために身を投げ出すのはクジラの方で

あ り,捕 獲 したクジラに感謝の念 をささげなが ら儀礼

的な処置を し,再 生 させるのは人間の方である。この

関係は,生 と死の循環を基調 とするクジラと人間の問

の互酬的な関係 といえよう。

 このイヌ ピア ックとクジラの特殊な関係は,基 本的

に現在で も継続 しているが,こ の100年 余 りの問にい

くつかの変化が起 こった。第1の 変化は,イ ヌピアッ

クが20世 紀に入 りキリス ト教 を受容 したため,ク ジラ

を彼 らに遣わ しているのは,キ リス ト教の神であると

考えるようになり,ク ジラとともに神に対 して感謝の

祈 りをささげる.ようになった。また,ス ペ ンサーが報

告 しているように,か つては捕鯨に関 して多数の タブ

ーやお守 り,捕 鯨 を促進させ る歌が存在 していたが,                     1
4)

キ リス ト教の影響下でほとんどが消失 して しまった。

 第2に,グ ローバル化や国民化の進展によって,イ

ヌピア ックが多様な経済活動に従事するようにな り,

生活様式 も多様化 しつつある。 この ような社会変化の

中で,捕 鯨はすべてのイヌピアックがかかわる活動で

はな くな りつつある。一部のイヌピアックにとっては,

クジラは観光資源や保護の対象になった り,ク ジラの

皮脂 は食べても,肉 を好 まない若者 も出現 した りして

いる。

 第3に,ク ジラとの関係や捕鯨は,米 国という国家

の中に取 り込 まれている少数先住民族イヌピアックを

他の人々から区別するエスニック ・シンボルとしても

機能 しているといえよう。現代のイヌピア ット社会に

おいては,ク ジラや捕鯨活動は対外的な政治資源 とな

っている。

 このように歴史的に形成 されてきたイヌ ピア ックと

クジラの関係は変化 しつつある。

Ⅳ  結 語

 イ ヌ ピアックはクジラを特別な存在であるとみな し,

互酬性に基づ く象徴的な社会関係 を形成 してきた。イ

ンゴール ドは,狩 猟民 と捕獲 の対象 となる動物の関係
             15)
は信 頼関係であると指摘 している。この指摘は,極 北

の捕鯨民 イヌピアックにも当てはまるといえよう。

 しか しなが らその関係は,キ リス ト教の受容やイヌ

ピアック社会の社会経済構造や食生活の変化によって

大 きく変化 しつつある。さらにその関係の変化は,実

践の変化 を通 して,歴 史的に形成 して きたイヌピアッ

クの世界観 を変化 させつつあるといえるだろう。

 現 時点では,イ ヌピアックにとってクジラは,第1

の カテゴリーの関係に属 しているが,将 来的には,第

3や 第4,第5の カテゴリーの関係が増大 してい く可
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能性 がある。その場合 には,ク ジラの民 としてのイヌ

ピアック民族の文化的基盤 を根本か ら覆す ような社会

変化 とみることがで きよう。 (国立民族学博物 ・総合

研究大学院大学)
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